
○入院者数・重症者数が高止まり→医療提供体制がひっ迫

○デルタ株の強い感染力→10代以下を含む幅広い世代にリスク拡大

○行楽シーズンの到来→人流が再び増加する可能性

現状：新規陽性者数は減少傾向だが予断を許さない状況

日常生活の回復のために今が踏ん張りどころ

”気を緩めずみんなの力を結集“
「行政」×「都民・県民」×「事業者」



行政の取組

皆様をリスクから守るため、支援体制を充実

検査・入院・宿泊療養
酸素ステーション
入院待機ステーション
抗体カクテル療法 等

健康観察・訪問診療
パルスオキシメーター配付

配食サービス 等

医療提供体制の強化 自宅療養者の支援

大規模接種会場
副反応相談窓口 等

ワクチン接種の促進



都民・県民の皆様へ ～ワクチン接種が終わった方も～

✔外出はどうしても必要な時だけ

回数・人数・時間を全て減らして

✔旅行やお彼岸のお墓参りなど、
都県境を越える移動は極力控えて

✔敬老の日、感謝は電話やオンラインで

✔普段、生活を共にしている人と、少人数で過ごそう

✔マスクの着用等、家でも外でも基本的対策を忘れずに

シルバーウィークこそ基本的対策の徹底を



✔ シルバーウィーク中の平日は、
従業員の休暇取得、連続休暇の奨励を

✔ 体調不良の従業員が休みやすい環境づくりを

✔ テレワークや時差出勤、
オンライン会議の活用により出勤抑制

事業者の皆様へ ～繁忙期の企業の方も～
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シルバーウィークを契機にテレワーク・時差出勤を加速


